
学校運営計画書

本

年

度

の

重

点

目

標

・保護者や地域へ積極的に情報

発信を行う。

・地域の教育資材や人材を生か

した学校教育活動を行う。

・学校教育活動全体を通して、

道徳教育の充実を図り、生命や

人権を大切にした教育に取組

む。

・学年、季節に合わせた様々な

体験的な活動を多く取り入れ、

心豊かな子どもを育てる。

・全職員で全児童を育てる。

・基礎基本の習得を図り、基礎

学力の向上に努める。

・一人一人を大切にし、子ども

が主体的に取組む授業を目指

す。

・保護者と連携を取り、正しい

学習習慣を身に付けさせる。

目

標

達

成

に

向

け

た

具

体

的

方

策

・ホームページを定期的に更新

したり、「学校便り」を保護者

や地域の方に配布したりして、

学校の情報発信に努める。

・地域の教育力を生かすために

ゲストティーチャーのリスト

を作成し、学校教育に参加をし

てもらう。

・公民館と連携して、作品展を

開催する。

・公園の清掃を地域自治会と連

携して行う。

・和歌山大学から学習支援員を

要請し、体力向上や特別支援教

育に取組む。

・学校開放月間での取組を広く

広報し、一人でも多くの保護者

や地域の方々に学校での活動

を見てもらい、学校への意見を

頂けるようにする。

・学年に応じた道徳教育の資料

の活用を行い、体験活動と道徳

の時間を計画的、発展的に行う。

・社会、理科、総合的な学習、

生活科で学年に応じた体験活動

を取り入れ、体験活動を通じて、

協力することや思いやりの心を

育てる。

・児童会活動を中心に地域公園

の清掃やボランティア活動に取

組む。

・運動場の芝生化に伴い休憩時

間を中心に運動場での遊び体験

を増やすことで、子どもの体力

と豊かな心を育てる。

・教職員２４人が子どもに豊か

な心を育てるために組織的に取

組む、全職員で全児童を育てる

学校運営を定着させる。

・基礎学力の定着を図るために

毎日の「昼学」を計画的に運用

し、有効に活用する。

・現職教育等の機会をとらえ

て、子どもの学力の実態を把握

し、全教職員が共通理解した上

で学力向上に取組む。

・一人一人の子どもに学ぶ喜び

や分かる喜びが感じられる授

業のあり方について研究し、授

業力向上や授業改善に努める。

・「家庭学習のてびき」を作成

し、保護者との連携を取りなが

ら、基本的生活習慣や家庭学習

の定着を図る。

学校教育目標

自ら学ぶ意欲と強い信念を持ち、社会の変化に対応して

たくましく生きる心豊かな児童の育成に努める。

地域を愛し、地域を大切にする

子

開かれた学校 ゆたかな心 確かな学力

自他の人権を大切にし、思いや

りとやさしさのある子

自ら課題を持ち、自ら考えよ

うとする子


